
外国人学生入試（小論文） 

模範解答 

日本で生活する中で、異なる背景を持つ人々が共に生きる社会の重要性を強く感じ

る場面が増えている。特に都市部では外国人労働者や留学生が年々増加し、日常の

中で多様な文化や価値観に触れる機会が自然と生まれている。しかし、その一方で、

言語の壁や慣習の違いから誤解や孤立が生じる場面も少なくない。多様性が存在す

るだけでは「共生」とは言えず、互いの違いを理解し、尊重し合う仕組みが必要で

あると感じる。 

私が印象に残っているのは、地域の日本語教室で見た光景である。そこには技能実

習生として来日した若者や、子育て中の外国人母親など、背景の異なる人々が集ま

っていた。彼らは日本語を学ぶだけでなく、生活上の困りごとを相談したり、地域

の行事に参加したりすることで、地域社会とのつながりを築いていた。教室の日本

人ボランティアは、単に言語を教えるのではなく、文化の違いを前提に寄り添い、

相手の立場を理解しようとしていた。その姿勢こそが共生社会の基盤だと感じた。 

また、企業の現場でも多様性を受け入れる動きが広がっている。ある製造業の企業

では、外国人社員が増えたことで、作業マニュアルを多言語化し、ジェスチャーや

図解を多用した「誰にでも分かる」仕組みを整えた。その結果、外国人だけでなく

日本人社員にとっても作業が理解しやすくなり、生産性が向上したという。多様性

への配慮は特定の人のためだけでなく、組織全体の利益にもつながることを示す好

例である。異なる背景を持つ人々が共に生きる社会とは、単に「受け入れる」だけ

ではなく、互いの違いを前向きな価値として捉え、学び合い、協力し合える関係を

築く社会である。そのためには、制度面の整備だけでなく、一人ひとりが相手の立

場に立って考える姿勢が欠かせない。多様性は時に摩擦を生むが、その摩擦を恐れ

ず対話を重ねることで、より豊かな社会が実現すると考える。 

 


